
新年明けましておめでとうございます。

１月は、睦月と言いますが、そのいわれは、新年を祝って、家族や親族が集ま

り、睦び親しむ月だからということです。各ご家庭においても、家族団らんの時

間を多くとっていただけたことと思います。また、令和５年は、癸卯（みずのと

う）です。１２支のなかで卯は、「温和」や「安全」の象徴で、「飛躍」「向上」

の意味もあります。また、干支で書く「癸」は「静かに温かい大地が潤す恵み」「終わりとともに新

たな始まり」という意味があるそうです。癸卯は「これまでの努力が花咲き、実り始める。勢いよく

成長し、実を結ぶ年」です。自分自身が努力してきたことに自信をもって、さらなる成長を信じて頑

張ってほしいと思います。

あと、３ヶ月で、６年生は卒業して中学生となり、ほかの学年は、１学年進級します。まとめと準

備の時機です。４月に立てた目標が達成できているか確認し、足りないところは、あと３ヶ月必死に

努力し、思い残すことなく卒業・進級できるようにしてほしいと思います。

校長室だより
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教育目標
「ふるさとを愛し

未来を拓く 石小っ子」
目指す児童像
◇勉強の好きな子
◇心の優しい子
◇健康でたくましい子
◎元気なあいさつのできる子

１２月２０日は、イングリッシュデーでした。

イングリッシュデーとは、英語でコミュニケー

ションする楽しさを味わいながらコミュニケー

ション能力を養うために、市内のＡＬＴ１０名

の先生と一日学校生活をともにする日です。各

学年２時間ずつ特別授業を行いました。学年で

３グループに分かれ、体育館・多目的室・音楽

室などの教室をローテーションで３カ所回って

活動しました。ＡＬＴと多くの会話ができて、

児童たちも楽しく学習できました。

１２月１４日に延期になっていた２年生の校

外学習を実施しました。当初予定していたリン

ゴ狩りは時期的に難しいので、壬生町とちぎわ

んぱく公園とおもちゃ博物館、子ども総合科学

館でのグループ活動としました。天気にも恵ま

れ、児童たちは楽しそうに活動していました。

お昼は、うれしそうにお弁当を広げて食べてい

ました。おもちゃの歴史や科学の不思議など実

際に手を触れての活動もでき、短い時間でした

が、友達と仲良く有意義な活動ができました。

○新型コロナ感染症に罹患したり濃厚接触者になった場合の連絡について、変更

があります。土・日・祝日や夜間で学校と連絡がつかない場合は、学校教育課へ

連絡をお願いしていましたが、これからは学校教育課への連絡は不要となります。

翌日や月曜日など学校があるときに、直接学校に連絡してください。よろしくお

願いします。



１２月４日～１０日の人権週間に合わせて、

１２月７日に、人権集会を実施しました。児童

による「いじめま宣言」を各学年の代表者が発

表し、人権擁護委員の金清さんから人権、特に

いじめについてのご講話をいただきました。ま

た、人権書道で入賞した児童の賞状授与を行い

ました。人権について考えるよう機会となりま

した。

○ 出産のため休暇を取っている坂本まいか養護教諭の代わりに、今まで生

活支援員として本校に勤務していた吉住咲穂が１月１０日から養護助教諭

として勤務することとなりました。何か相談したいことがありましたら、

遠慮なくご連絡ください。

○ 吉住生活支援員の代わりに１月１１日から新しく北條絵莉香支援員が勤

務することとなりました。よろしくお願いします。

○ 出産のため休暇を取っている佐藤由美子教諭の代わりに、小林恵理子講

師が３年１組の担任をいたします。よろしくお願いします。

石橋小学校の HPには、カラーで
校長室だよりを掲載しています。右

のＱＲコードからご覧いただけます。

１２月２２日に、４年生を対象にフラワーア

レンジメント体験を行いました。児童たちは、

講師の先生の指導を受けながら、思い思いの花

束をつくりました。

１２月１２・１５日に音楽家の亀田沙織さん

をお招きして、５・６年生を対象にバイオリン

音楽鑑賞会を開催しました。バイオリンを目の

前で演奏していただいたり、面白いエピソード

を紹介してくださったりし、児童たちは、時間

を忘れて聞き入っていました。実際に貴重なバ

イオリンに触れることもでき、大変有意義な時

間を送ることができました。

１２月８日に、２年生を対象に「えがおのた

まご」の方々による「いのちのおはなし」を行

いました。児童たちは、お話や寸劇を通して、

生命の誕生の不思議と一人一人がかけがえのな

い存在であるということを学習しました。保護

者の皆様にも多数ご参加いただき、ありがとう

ございました。


